
猿猴橋の復元

猿候橋は大正 15 年に架け替えられ、完成したときには広島一だといわれるほどの贅を尽くした美しい橋
で、渡り初めには遠方からたくさんの人が来たという。

大正 15 年の竣成当時の姿に復元するプロジェクト。地元住民の永年の夢がとどき、
広島市被爆 70 周年事業の一つとして位置づけられ平成２８年３月復元が完成した。

落成当時、橋の名を記した四隅の親柱には、地球儀のような球の上に大鷹が羽を広げ、人々の往来を
見守っていた豪華で優美な姿を見せるが、当時は超近代的な橋であった。。

欄干には猿候川にすむという想像上の怪物” 猿候” 2 匹が、両側から桃を抱えた銅製の透かし彫りを
はめ込むという豪華さであった。

橋の欄干には街灯もしつらえてあり、夜には一帯と水面を華やかに映し出していたという。 戦時中、これらの欄干や街灯は資材利用のため供出され、その後大鷹も猿候もその姿を見ることはできな
くなった。 しかしながら、戦後も原爆や水害の被災に耐え、姿を変えながらもまちの復興に貢献してきた。
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